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研究テーマ（発表タイトル） 

どうしたら男子学生は旅行に行くのか 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

本研究では、男子学生が女子学生に比べて旅行に行かない理由を明らかにし、男子学生の国内、海外を含む観光宿泊旅

行者数を増やすマーケティングを発案することで、男子学生の旅行者を増加させることを目的とする。学生時代によく旅行に行っ

ていた人は、その後もよく旅行に行くことが明らかにされており、男子学生の旅行者を増加させることで、未来の旅行市場の維持、

拡大につながると考えられる。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

観光庁の「旅行・観光消費動向調査」による年代・男女別の１年間の国内宿泊旅行、海外旅行の経験率を比較すると、

20 代の男女差が他の年代よりも大きいことを発見した。20 代の男女差は、国内宿泊旅行では、13.7 ポイントの差、海外旅行

では、5.8 ポイントの差であり、国内宿泊旅行、海外旅行のどちらも女性の方が男性に比べて旅行に行っている。 

私たちはこの他の年代よりも大きい 20 代の男女差は、20 代の中に含まれる学生にも当てはまると考えた。そこで、マイナビが

調査した「大学生のライフスタイル調査」での学生の旅行実施状況を確認した。その結果、学生の国内宿泊旅行経験率では、

7.1 ポイントの差、海外旅行経験率では、10.9 ポイントの差が男女に存在し、男子学生は女子学生に比べて旅行に行ってい

ないという現状を把握した。 

これらの現状を踏まえた上で、大学生の旅行の現状を明らかにするためにアンケート調査を行った。そのアンケートの内容は、旅

行意欲、旅行動機、同伴者、同伴者数に関する項目である。以下のことが明らかになった。 

男子学生の旅行の特徴 

1. 女子学生に比べても旅行意欲は低くないこと 

2. 旅行が好きな度合いに影響を与える動機は、緊張解消、現地交流、自然体感である 

3. 3 人以上のグループ旅行の割合が最も高いこと 

4. 2 人での旅行の同伴者は友人よりも恋人が多いこと 

  

 



女子学生の旅行の特徴 

１． 2 人での旅行の割合が最も高いこと 

２． 2 人での旅行の同伴者は恋人よりも友人が多いこと 

 

男子学生は、これらの特徴があるが、その中でも３人以上のグループ旅行を増やすことに着目する。その理由としては、男子学生

の恋人との旅行を増やすには、旅行以前に恋人の有無が関わってくるからである。 

 

３．研究テーマの課題 

 私たちは、グループ旅行の計画実施を友人との集団意思決定プロセスから考えた。「友人との集団意思決定への参加意図

の形成メカニズム : 旅行の意思決定を事例として」による、旅行を事例とした友人間の集団意思決定には、発案者、ゲートキ

ーパー、影響者、決定者、購入者の役割がみられる。しかし、集団全員がこの役割を担うわけではない。友人との集団意思決定

では、ひとりのまとめ役がこれらの役割の中心となって行われる集団意思決定のパターンが最も多いとされている。つまり、友人との

集団意思決定では、役割の中心を担うまとめ役と、意思決定に積極的に参加しない旅行に参加するだけの参加者に二分され

る。内発的に動機付けされるまとめ役の特徴として、外向性、勤勉性、協調性、開放性が高いことがある。このまとめ役の発案者

の役割に注目した。旅行実施には、旅行を発案、誘うという行為が必要である。これらから、 誘う人(まとめ役)が学生の中にどれ

くらい存在しているのかを確認するために、再度学生を対象にアンケート調査を行った。その結果は、図 1、２の通りである。男子

学生は、自分から誘って旅行に行く人は 27.9％と少なく、誘われたら旅行に行く人は 62.3％と多いことが分かった。反対に、女

子学生は自分から誘って旅行に行く人が 50％であり誘われて旅行に行く人も 46％であることから大きな差は見られない。これら

から、男子学生の旅行者数が女子学生に比べて少ないのは、男子学生の誘う人(まとめ役)が少ないことが理由として考えられる。

旅行意欲もあり、誘われたら旅行に行くのにも関わらず、誘う人(まとめ役)が少なく誘われる機会が少ないため、旅行に行っていな

いと考えられる。 

男子学生の旅行者数を増加させるには、旅行に誘う人（まとめ役）を増やすことが必要である。その方法としては、誘う人(ま

とめ役)になる特徴を持つ人を対象としたマーケティング活動を行うことが効果的である。 

  

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

誘う人(まとめ役)の特徴を持つ人は部活のキャプテン、サークル長、ゼミ長などの大学生におけるリーダーを務める人に多いので

はないかと考えた。そこで、10 項目で構成され、外向性、協調性、勤勉性、神経症傾向、開放性を各 2 項目で測定する尺度

である日本語版 Ten Item Personality Inventory（TIPI-J）を使用し、外向性、協調性、勤勉性、開放性を測り、それ

とリーダー経験の関係をみた。その結果は図３の通りである。リーダー経験の有無と各項目の平均値を示している。外向性、勤勉

性、開放性の項目で平均値が高くなっている。さらに、t 検定を行った結果、外向性は（p＝0.00<0.05）の有意差、勤勉性

は（p＝0.02<0.05）の有意差が認められた。以上の結果より、大学生におけるリーダーは、誘う人（まとめ役）の特徴である

外向性、勤勉性を強く持つことがわかった。よって、リーダーが誘う人(まとめ役)になる可能性があると考えた。大学生におけるリー

ダーを対象にマーケティング活動を行うことで、誘う人(まとめ役)を増やすことにつながる。また、マーケティング活動を行う際は、男

子学生の旅行動機を意識したものにする。男子学生が旅行に求めている緊張解消、現地交流、自然体感を考慮してマーケティ



ング活動を行うことが必要である。  

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

⚫ 大学生の観光宿泊旅行に対する意識アンケート調査（2019 年 8 月 6 日～9 月 2 日） 

調査目的：学生の旅行の現状、動機と阻害要因の男女差、旅行意欲に影響を与える要因を明らかにするため 

有効回答数：415 

⚫ 大学生の観光宿泊旅行形態のアンケート調査（2019 年 10 月 18 日～10 月 24 日） 

調査目的：集団意思決定とまとめ役について男女別で数、意識を把握するため 

有効回答数：222 

⚫ 大学生のグループ旅行における意識のインタビュー調査（2019 年 10 月 15 日～10 月 31 日） 

調査目的： 誘う人(まとめ役)の特徴を明らかにするため 

● 男子学生へのアンケート調査（2019 年 11 月 5 日～11 月 6 日） 

調査目的：誘う人 (まとめ役)の特徴を持つ人は、リーダーに多いのかを明らかにするため 

有効回答数：184 

 

 

６．結果や今後の取り組み 

男子学生が女子学生に比べて、旅行に行かない理由は、誘う人 (まとめ役)が少ないことが考えられる。誘う人 (まとめ役)を

増やすことができれば、男子学生全体の旅行者数も増加する。そして、大学生におけるリーダーを対象にしたマーケティング活動を

行うことで誘う人 (まとめ役)を増やすことにつながる。今後、大学生におけるリーダーに向けたマーケティング活動の具体的な方法

を検討する。 
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